
総合的な学習の時間 「研究の実践」
■５年 課題研究 ： 提言Ⅰ

（１）概要

高校 1年生で履修した「体験グローカル」で学んだ複眼的な視点や，課題研究の方法を活かして，
生徒自らの問題意識に基づいて，社会的事象から課題を設定し，グローバルな視点を持って研究を進

め，発表し，他者との議論を通して互いに研究を深める活動を行う。提言では，個人研究として研究

を進めることと，研究を振り返り，研究のプロセスや考察を再検討したり，新たな課題をみつけたり

する段階まで研究を深めることを目標としており，これらの点が体験グローカルとの違いとなってい

る。

（２）ねらいとする能力・態度

選択コースである点も踏まえ，特に，以下の能力・態度の育成をねらいとする。

・問題を発見・解決する力・・・各自の問題意識に従って，自ら課題を設定し，適切な方法で研究

を進め，まとめていくことができる。

・省察する力・・・研究を各段階で振り返り，プロセスや考察などが複眼的で適切なものかについ

て問いなおして，改善していくことができる。

・表現・議論する力・・・研究の各段階で，的確にまとめて発表し，他者との議論を通して研究を

深めることができる。

（３）授業展開

〇「提言Ⅰ」では，「類似のテーマを持つ少人数の班による活動」を中心とする。

〇研究の基本は，個人ごとで行う

＝希望調査をもとに，班分けを行う。生徒間の議論のもとで，はじめに設定していたテーマの変

更もありうる。班での議論の中で，テーマが同じか類似であってグループ研究にしたほうが深ま

るようであれば，グループでの研究とする。

〇指導教員及び班の中での議論を通して，生徒自ら課題を設定していく取り組みにしていきたい。

特に当初は，内容の指導というより，課題の設定や調べるべきことなどの指導に重点を置く。

〇不確かな部分や，どのような調査が必要かなど，指導教員は実現可能な研究課題の設定になるよ

う担当班の議論に「つっこみ」を入れる。（課題設定，解決の方法などプロセスの指導）

〇当初の授業時間はこのような，議論の場にしていく。（夏休みが，研究の時間となるよう，1 学期
中に課題を明確にする。）

〇大学などの研究者を招いて講演会，または各研究への指導を受ける。その際，５年全員の講演会

も考える。

〇相互評価など多様な評価活動を行う。

（どのような問いかけが課題設定や課題研究を進める上で有効かについても研究対象とし，教育課

程の開発につなげる。）

〇研究を進めるにあたり，「提言」，「合意形成」を以下のように定義・整理する。

提言；新しい方策などの提案にとどまらず，新しい解釈や見方の提案（今まで はこのように考えら

れていたけど，こう見ることもできるなど）もふくめ ている。また，自然科学的な研究などで

は，取り組みの結果，期待された結果がうまくでない場合も想定されるが，その際，適切な方

法に基づいた研究結果となっていればその「方法，結果」も提言と考えることができる。

合意形成；「唯一の答えがない（すぐに答えが出ない）課題」について，対立する課題を明らかにし

て，多面的，総合的に考え，「よりよい解（最適解）」 を求めたり，「建設的な妥協点」を探っ

たりして，合意点を求めること。

※答えのない課題に取り組むため，合意形成に至らない場合もあるが，解決に向けて粘り強く取り組

むプロセスを学び，実践しようとする部分が評価の対象となる。



（４）実施計画（大まかな日程）

毎週火曜日 7限実施
【主なイベント】

5月 17日，31日 広島大学大学院教育学研究科 准教授 松浦拓也先生 講義

「課題研究の課題」，「データ解析と統計」

6月～ 7月 各自の研究テーマ・課題・方法について，それぞれの班内で討議

夏休み 各自で調査

9月～ 10月 課題の再設定と調査 10月 25日，11月 1日 班内での中間発表

冬休み 各自で調査とまとめ

2月 14日ころ 全体発表会 3月 8日 成果発表会 3月 14日 まとめ

（５）課題研究の指導について

ＳＧＨの活動の中で「体験グローカル」「提言Ⅰ」「提言Ⅱ」を中心に課題研究が設定され，実施し

ている。その課題研究の進め方について，１つの例として以下のようなモデルを作成し，それぞれの

過程において生徒がすべきこと，教員が生徒の課題研究を促すために投げかけたい問いの例などをま

とめた。このモデルを担当する教員で共有し，それぞれの課題研究の指導を行った。

資料 課題研究の進め方（例）と効果的な問いかけ




